
February 24, 2019

マリアとピラトとピラトピラト
ルカ 1:46-55

1:46 マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、言った。「私のたましいは主をあがめ、った。「私のたましいは主をあがめ、私のたましいは主をあがめ、のたましいは言った。「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、をあがめ、
1:47 私のたましいは主をあがめ、の霊は私の救い主である神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、私のたましいは主をあがめ、の救い主である神をたたえます。い主をあがめ、である神をたたえます。神をたたえます。をたたえます。
1:48 この卑しいはしために目を留めてくださったからです。ご覧くださしいは言った。「私のたましいは主をあがめ、しために目を留めてくださったからです。ご覧くださ目を留めてくださったからです。ご覧くださを留めてくださったからです。ご覧くださめてくださったからです。ご覧くださ覧くださくださ
い。今から後、どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。から後、どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。私のたましいは主をあがめ、を幸いな者と呼ぶでしょう。いな者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。とピラト呼ぶでしょう。ぶでしょう。

1:49 力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名が、私のたましいは主をあがめ、に目を留めてくださったからです。ご覧くださ大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。ことピラトをしてくださったからです。その御名
は言った。「私のたましいは主をあがめ、聖なるもの、な者と呼ぶでしょう。る神をたたえます。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。の、

1:50 主をあがめ、のあわれみは言った。「私のたましいは主をあがめ、、代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださわたって主をあがめ、を恐れる者に及びます。れる神をたたえます。者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ及びます。びます。
1:51 主をあがめ、は言った。「私のたましいは主をあがめ、その御腕で力強いわざを行い、心の思いの高ぶる者を追い散らで力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名強いわざを行い、心の思いの高ぶる者を追い散らいわざを行い、心の思いの高ぶる者を追い散らい、心の思いの高ぶる者を追い散らの思いの高ぶる者を追い散らいの高ぶる者を追い散らぶる神をたたえます。者と呼ぶでしょう。を追い散らい散らら
されました。

1:52 権力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名のある神をたたえます。者と呼ぶでしょう。を王位から引き降ろし、低い者を高く引き上げられまから引き降ろし、低い者を高く引き上げられまき降ろし、低い者を高く引き上げられまろし、低い者を高く引き上げられまい者と呼ぶでしょう。を高ぶる者を追い散らく引き降ろし、低い者を高く引き上げられまき上げられまげられま
した。

1:53 飢えた者を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返えた者と呼ぶでしょう。を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返いも私を幸いな者と呼ぶでしょう。ので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返足らせ、富む者を何も持たせずに追い返らせ、富む者を何も持たせずに追い返む者を何も持たせずに追い返者と呼ぶでしょう。を何も持たせずに追い返も私を幸いな者と呼ぶでしょう。持たせずに追い返たせずに目を留めてくださったからです。ご覧くださ追い散らい返
されました。

1:54 主をあがめ、は言った。「私のたましいは主をあがめ、あわれみを忘れずに、そのしもべイスラエルを助けてくださいれずに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、そのしも私を幸いな者と呼ぶでしょう。べイスラエルを助けてくださいイスラエルを助けてくださいけてください
ました。

1:55 私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の父祖たちに語られたとおり、アブラハムとその子孫に対すたち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返に目を留めてくださったからです。ご覧くださ語られたとおり、アブラハムとその子孫に対すられたとピラトおり、アとピラトブラハムとその子孫に対すとピラトその子孫に対すに目を留めてくださったからです。ご覧くださ対すす
る神をたたえます。あわれみをいつまでも私を幸いな者と呼ぶでしょう。忘れずに、そのしもべイスラエルを助けてくださいれずに目を留めてくださったからです。ご覧くださ。」

　一、歴史的信仰

　使徒信条には、イエス・キリストの他にふたりの人物の名前に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、、イエス・キリストの他にふたりの人物の名前に目を留めてくださったからです。ご覧くださふたりの人物の名前の名前

があります。主をあがめ、の母「私のたましいは主をあがめ、マリアとピラト」とピラトローマの総督「私のたましいは主をあがめ、ポンティオ・

ピラト」です。母マリアとピラトの名は言った。「私のたましいは主をあがめ、、「私のたましいは主をあがめ、イエス」の御名に目を留めてくださったからです。ご覧くださついで愛

されてきましたから、信仰の告白の言葉の中にあっても不思議の告白の言葉の中にあっても不思議の言った。「私のたましいは主をあがめ、葉の中にあっても不思議の中にあっても不思議に目を留めてくださったからです。ご覧くださあっても私を幸いな者と呼ぶでしょう。不思いの高ぶる者を追い散ら議

では言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。いのですが、「私のたましいは主をあがめ、ポンティオ・ピラト」は言った。「私のたましいは主をあがめ、、イエスを十字

架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださつけた人物の名前の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストの背後に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、、当時、キリスト

者と呼ぶでしょう。を迫害していたローマ皇帝がいました。にもかかわらず、使していたローマ皇帝がいました。にもかかわらず、使がいました。に目を留めてくださったからです。ご覧くださも私を幸いな者と呼ぶでしょう。かかわらず、使

徒信条には、イエス・キリストの他にふたりの人物の名前に目を留めてくださったからです。ご覧くださその名が残されたのはなぜなのでしょうか。されたのは言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。ぜな者と呼ぶでしょう。のでしょうか。

　それは言った。「私のたましいは主をあがめ、、イエス・キリストの十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストが、まぎれも私を幸いな者と呼ぶでしょう。な者と呼ぶでしょう。い歴史のの



事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストである神をたたえます。ことピラトを言った。「私のたましいは主をあがめ、い表すためでした。聖書が教え、キリストすためでした。聖なるもの、書が教え、キリストが教え、キリストえ、キリスト

者と呼ぶでしょう。が信じている神をたたえます。信仰の告白の言葉の中にあっても不思議は言った。「私のたましいは主をあがめ、、「私のたましいは主をあがめ、歴史の的信仰の告白の言葉の中にあっても不思議」とピラト呼ぶでしょう。ばれます。「私のたましいは主をあがめ、歴史の

的信仰の告白の言葉の中にあっても不思議」とピラトいうのは言った。「私のたましいは主をあがめ、、神をたたえます。話や伝説、あるいは哲学の理論などでや伝説、あるいは哲学の理論などで伝説、ある神をたたえます。いは言った。「私のたましいは主をあがめ、哲学の理論などでの理論などでな者と呼ぶでしょう。どで

は言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。く、歴史のの事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ基づいている信仰という意味です。づいている神をたたえます。信仰の告白の言葉の中にあっても不思議とピラトいう意味です。です。

　以前、韓国のドラマ「冬のソナタ」が日本で流行したとき、のドラマ「私のたましいは主をあがめ、冬のソナタ」が日本で流行したとき、のソナタ」が日本で流行したとき、で流行い、心の思いの高ぶる者を追い散らしたとピラトき、

日本で流行したとき、から大きなことをしてくださったからです。その御名勢の人がドラマのロケーション撮影が行われた場所の人がドラマのロケーション撮影が行われた場所が行い、心の思いの高ぶる者を追い散らわれた場所

を訪ねました。ここで主人公が交通事故に遭ったという道路をねました。ここで主をあがめ、人公が交通事故に遭ったという道路をが交通事故に遭ったという道路をに目を留めてくださったからです。ご覧くださ遭ったという道路をったとピラトいう道路をを

バスで通る神をたたえます。だけで、皆が感動したのだそうです。でも、それはが感動したのだそうです。でも、それはしたのだそうです。でも私を幸いな者と呼ぶでしょう。、それは言った。「私のたましいは主をあがめ、

物の名前語られたとおり、アブラハムとその子孫に対すの上げられまでのことピラトであって、実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリスト際の出来事ではないのです。日の出来事では言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。いのです。日

本で流行したとき、の熱海には「貫一お宮の像」というのがあります。貫一とおに目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、貫一お宮の像」というのがあります。貫一とおお宮の像」というのがあります。貫一とおの像」というのがあります。貫一とお」とピラトいうのがあります。貫一お宮の像」というのがあります。貫一とおとピラトお

宮の像」というのがあります。貫一とおは言った。「私のたましいは主をあがめ、、尾崎紅葉の中にあっても不思議が明治時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ書が教え、キリストいた『金色夜叉』の登場人物で金色夜叉』の登場人物で』の登場人物の名前で

実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリスト在の人物ではありません。しかもこの銅像は、小説が書かれの人物の名前では言った。「私のたましいは主をあがめ、ありません。しかも私を幸いな者と呼ぶでしょう。この銅像」というのがあります。貫一とおは言った。「私のたましいは主をあがめ、、小説が書が教え、キリストかれ

てからおよそ 90年後の 1986年に目を留めてくださったからです。ご覧くださ作られたものです。しかし、られたも私を幸いな者と呼ぶでしょう。のです。しかし、

聖なるもの、書が教え、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、小説では言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。く、歴史のの記録であり、イエス・キリストはであり、イエス・キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、

実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリスト在の人物ではありません。しかもこの銅像は、小説が書かれの人物の名前です。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。し、そうでな者と呼ぶでしょう。ければ、キリスト者と呼ぶでしょう。がイスラ

エルを巡礼するのも「冬のソナタ」のツアーと同じもの、十字する神をたたえます。のも私を幸いな者と呼ぶでしょう。「私のたましいは主をあがめ、冬のソナタ」が日本で流行したとき、のソナタ」のツアとピラトーとピラト同じもの、十字じも私を幸いな者と呼ぶでしょう。の、十字

架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストを仰の告白の言葉の中にあっても不思議ぐのも私を幸いな者と呼ぶでしょう。、貫一お宮の像」というのがあります。貫一とおお宮の像」というのがあります。貫一とおの銅像」というのがあります。貫一とおを眺めに行くのとさして変わらめに目を留めてくださったからです。ご覧くださ行い、心の思いの高ぶる者を追い散らくのとピラトさして変わらわら

な者と呼ぶでしょう。いも私を幸いな者と呼ぶでしょう。のとピラトな者と呼ぶでしょう。ってしまいます。

　しかし、聖なるもの、書が教え、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、イエス・キリストの誕生、生涯、十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリスト、復

活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエが歴史のの事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストである神をたたえます。ことピラトをは言った。「私のたましいは主をあがめ、っきりとピラト語られたとおり、アブラハムとその子孫に対すっています。イエ

ス・キリストの誕生が何も持たせずに追い返月何も持たせずに追い返日であったかは言った。「私のたましいは主をあがめ、書が教え、キリストいては言った。「私のたましいは主をあがめ、いません

が、ルカ 2:1-2に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、、「私のたましいは主をあがめ、そのころ、全世界の住民登録をせよとの住民登録であり、イエス・キリストはをせよとピラト

いう勅令が、皇帝アウグストゥスから出た。これは、キリニウが、皇帝がいました。にもかかわらず、使アとピラトウグストゥスから出た。これは言った。「私のたましいは主をあがめ、、キリニウ

スがシリアとピラトの総督であったとピラトきの、最初の住民登録であった」の住民登録であり、イエス・キリストはであった」

とピラトあって、イエスの生まれた年が紀元前 4年である神をたたえます。ことピラトが分かか

ります。ルカ 3:1-2に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、皇帝がいました。にもかかわらず、使ティベリウスの治世の第十五年、

ポンティオ・ピラトがユダヤの総督であり、ヘロデがガリラヤの総督であり、ヘロデがガリラヤがガリラヤの総督であり、ヘロデがガリラヤ

の領主をあがめ、、その兄弟ピリポがイトラヤとトラコニテ地方の領主、ピリポがイトラヤの総督であり、ヘロデがガリラヤとピラトトラコニテ地方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名の領主をあがめ、、

リサニアとピラトがアとピラトビレネの領主、アンナスとカヤパが大祭司であっの領主をあがめ、、アとピラトンナスとピラトカヤの総督であり、ヘロデがガリラヤパが大祭司であっが大きなことをしてくださったからです。その御名祭司であっであっ



たころ、神をたたえます。のことピラトばが、荒野でザカリヤの子ヨハネに臨んだ」でザカリヤの総督であり、ヘロデがガリラヤの子ヨハネの領主、アンナスとカヤパが大祭司であっに目を留めてくださったからです。ご覧くださ臨んだ」んだ」

とピラトあって、バプテスマのヨハネの領主、アンナスとカヤパが大祭司であっの活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエ動したのだそうです。でも、それはが始まった年が紀元まった年が紀元 25

年である神をたたえます。ことピラトが分かかります。イエスが宣教え、キリストを始まった年が紀元めたのは言った。「私のたましいは主をあがめ、バプテ

スマのヨハネの領主、アンナスとカヤパが大祭司であっの活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエ動したのだそうです。でも、それはが始まった年が紀元まってまも私を幸いな者と呼ぶでしょう。な者と呼ぶでしょう。くで、紀元 27年のことピラト

です。イエスは言った。「私のたましいは主をあがめ、およそ 3年の宣教え、キリスト活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエ動したのだそうです。でも、それはののち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返、過越の祭の時にの祭の時に目を留めてくださったからです。ご覧くださ

十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださかけられましたので、イエスの十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、紀元 30年の

春ということになります。イエスは十字架から三日目に復活しとピラトいうことピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。ります。イエスは言った。「私のたましいは主をあがめ、十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストから三日目を留めてくださったからです。ご覧くださに目を留めてくださったからです。ご覧くださ復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエし、

復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエから 40日して天に帰りました。そして、その後さらにに目を留めてくださったからです。ご覧くださ帰りました。そして、その後さらにりました。そして、その後さらに目を留めてくださったからです。ご覧くださ 10

日して弟ピリポがイトラヤとトラコニテ地方の領主、子たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返に目を留めてくださったからです。ご覧くださ聖なるもの、霊は私の救い主である神をたたえます。が降ろし、低い者を高く引き上げられまり、エルサレムとその子孫に対すで教え、キリスト会が始まりましが始まった年が紀元まりまし

た。ピラトがユダヤの総督であり、ヘロデがガリラヤの総督であったのは言った。「私のたましいは主をあがめ、紀元 26年〜36年の 10

年間ですから、彼の在任期間はイエスの公の生涯と教会の誕生ですから、彼の背後には、当時、キリストの在の人物ではありません。しかもこの銅像は、小説が書かれ任期間ですから、彼の在任期間はイエスの公の生涯と教会の誕生は言った。「私のたましいは主をあがめ、イエスの公が交通事故に遭ったという道路をの生涯とピラト教え、キリスト会が始まりましの誕生

の時期とピラトぴったり重なっています。な者と呼ぶでしょう。っています。

　使徒パが大祭司であっウロは言った。「私のたましいは主をあがめ、コリント第一お宮の像」というのがあります。貫一とお 15:3-5でこう書が教え、キリストいています。「私のたましいは主をあがめ、私のたましいは主をあがめ、

があな者と呼ぶでしょう。たがたに目を留めてくださったからです。ご覧くださ最も私を幸いな者と呼ぶでしょう。大きなことをしてくださったからです。その御名切なこととして伝えたのは、私も受けたな者と呼ぶでしょう。ことピラトとピラトして伝えたのは言った。「私のたましいは主をあがめ、、私のたましいは主をあがめ、も私を幸いな者と呼ぶでしょう。受けたけた

ことピラトであって、次のことです。キリストは、聖書に書いてあるのことピラトです。キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、、聖なるもの、書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ書が教え、キリストいてある神をたたえます。

とピラトおりに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の罪のために死なれたこと、また、葬られたのために目を留めてくださったからです。ご覧くださ死なれたこと、また、葬られたな者と呼ぶでしょう。れたことピラト、また、葬られたられた

ことピラト、また、聖なるもの、書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ書が教え、キリストいてある神をたたえます。とピラトおりに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、三日目を留めてくださったからです。ご覧くださに目を留めてくださったからです。ご覧くださよみがえら

れたことピラト、また、ケファに現れ、それから十二弟子に現れたこに目を留めてくださったからです。ご覧くださ現れ、それから十二弟子に現れたこれ、それから十二弟ピリポがイトラヤとトラコニテ地方の領主、子に目を留めてくださったからです。ご覧くださ現れ、それから十二弟子に現れたこれたこ

とピラトです。」パが大祭司であっウロは言った。「私のたましいは主をあがめ、、イエスの十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストとピラト復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエが信仰の告白の言葉の中にあっても不思議の拠って立って立

つ事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストであり、歴史のの中にあっても不思議で実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリスト際の出来事ではないのです。日に目を留めてくださったからです。ご覧くださ起こったことであると言ってこったことピラトである神をたたえます。とピラト言った。「私のたましいは主をあがめ、って

います。パが大祭司であっウロは言った。「私のたましいは主をあがめ、も私を幸いな者と呼ぶでしょう。とピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、ユダヤの総督であり、ヘロデがガリラヤ教え、キリストの指導者と呼ぶでしょう。で、新しく起こったしく起こったことであると言ってこった

教え、キリスト会が始まりましを迫害していたローマ皇帝がいました。にもかかわらず、使していました。彼の背後には、当時、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、非常に博学な人で、理論家でしに目を留めてくださったからです。ご覧くださ博学の理論などでな者と呼ぶでしょう。人で、理論などで家でしでし

た。彼の背後には、当時、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、自分かの持たせずに追い返っている神をたたえます。知識と論理のすべてを働かせて、とピラト論などで理のすべイスラエルを助けてくださいてを働かせて、かせて、

「私のたましいは主をあがめ、イエスがキリストである神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、ずがな者と呼ぶでしょう。い」とピラトいう信念を持つようを持たせずに追い返つよう

に目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。りました。とピラトころが、復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエして生きておられる神をたたえます。イエスに目を留めてくださったからです。ご覧くださ出

会が始まりましったとピラトき、彼の背後には、当時、キリストの信念を持つようは言った。「私のたましいは主をあがめ、崩れました。キリストが、「聖書に書れました。キリストが、「私のたましいは主をあがめ、聖なるもの、書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ書が教え、キリスト

いてある神をたたえます。とピラトおりに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の罪のために死なれたこと、また、葬られたのために目を留めてくださったからです。ご覧くださ死なれたこと、また、葬られたな者と呼ぶでしょう。れ」「私のたましいは主をあがめ、葬られたられ」

「私のたましいは主をあがめ、聖なるもの、書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ書が教え、キリストいてある神をたたえます。とピラトおりに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、三日目を留めてくださったからです。ご覧くださに目を留めてくださったからです。ご覧くださよみがえられた」とピラトい

う事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストの前に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、、どんな者と呼ぶでしょう。理論などでも私を幸いな者と呼ぶでしょう。信念を持つようも私を幸いな者と呼ぶでしょう。役に立たなかったのですに目を留めてくださったからです。ご覧くださ立たな者と呼ぶでしょう。かったのです。



パが大祭司であっウロは言った。「私のたましいは主をあがめ、イエスとピラト同じもの、十字時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ同じもの、十字じ土地で生きた人でしたから、直

接、十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストや伝説、あるいは哲学の理論などで復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエの事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストを確かめることができました。そしてかめる神をたたえます。ことピラトができました。そして、

その事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストを確かめることができました。そしてかめ、それに目を留めてくださったからです。ご覧くださ基づいている信仰という意味です。づいて信仰の告白の言葉の中にあっても不思議を持たせずに追い返ったのです。

　パが大祭司であっウロは言った。「私のたましいは主をあがめ、こうも私を幸いな者と呼ぶでしょう。言った。「私のたましいは主をあがめ、っています。「私のたましいは主をあがめ、とピラトころで、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、死なれたこと、また、葬られた者と呼ぶでしょう。

の中にあっても不思議からよみがえられたとピラト宣べイスラエルを助けてください伝えられている神をたたえます。のに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、どうして、

あな者と呼ぶでしょう。たがたの中にあっても不思議に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、死なれたこと、また、葬られた者と呼ぶでしょう。の復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエは言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。いとピラト言った。「私のたましいは主をあがめ、う人たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返がいる神をたたえます。ので

すか。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。し死なれたこと、また、葬られた者と呼ぶでしょう。の復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエがな者と呼ぶでしょう。いとピラトしたら、キリストも私を幸いな者と呼ぶでしょう。よみがえら

な者と呼ぶでしょう。かったでしょう。そして、キリストがよみがえらな者と呼ぶでしょう。かったとピラト

したら、私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の宣教え、キリストは言った。「私のたましいは主をあがめ、空しく、あなたがたの信仰も空しいもしく、あな者と呼ぶでしょう。たがたの信仰の告白の言葉の中にあっても不思議も私を幸いな者と呼ぶでしょう。空しく、あなたがたの信仰も空しいもしいも私を幸いな者と呼ぶでしょう。

のとピラトな者と呼ぶでしょう。ります。」（コリント第一コリント第一お宮の像」というのがあります。貫一とお 15:12-14）もし、復活がなけも私を幸いな者と呼ぶでしょう。し、復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエがな者と呼ぶでしょう。け

れば、イエス・キリストの十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストとピラト復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエを信じる神をたたえます。キリスト者と呼ぶでしょう。の

信仰の告白の言葉の中にあっても不思議は言った。「私のたましいは主をあがめ、、事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ基づいている信仰という意味です。づかな者と呼ぶでしょう。いも私を幸いな者と呼ぶでしょう。のに目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。り、空しく、あなたがたの信仰も空しいもしいも私を幸いな者と呼ぶでしょう。のに目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。る神をたたえます。とピラト断

言った。「私のたましいは主をあがめ、している神をたたえます。のです。どんな者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ「私のたましいは主をあがめ、復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエがあったらいいな者と呼ぶでしょう。ぁ」とピラト

願ったとしても、「復活があったことにしておこう」と、復活ったとピラトしても私を幸いな者と呼ぶでしょう。、「私のたましいは主をあがめ、復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエがあったことピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださしておこう」とピラト、復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエ

のストーリーを作られたものです。しかし、り上げられまげたとピラトしても私を幸いな者と呼ぶでしょう。、そんな者と呼ぶでしょう。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。のは言った。「私のたましいは主をあがめ、人を救い主である神をたたえます。わな者と呼ぶでしょう。

いとピラト言った。「私のたましいは主をあがめ、い切なこととして伝えたのは、私も受けたっています。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。し復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエがな者と呼ぶでしょう。ければ、な者と呼ぶでしょう。ぜ、キリスト

者と呼ぶでしょう。たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返は言った。「私のたましいは主をあがめ、生命を賭けてまでも信仰を守り通したのでしょう。を賭けてまでも信仰を守り通したのでしょう。けてまでも私を幸いな者と呼ぶでしょう。信仰の告白の言葉の中にあっても不思議を守り通したのでしょう。り通したのでしょう。

「私のたましいは主をあがめ、食べたり飲んだりしようではないか。どうせ、明日は死ぬのべイスラエルを助けてくださいたり飲んだりしようではないか。どうせ、明日は死ぬのんだりしようでは言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。いか。どうせ、明日は言った。「私のたましいは主をあがめ、死なれたこと、また、葬られたぬの

だから」（コリント第一コリント第一お宮の像」というのがあります。貫一とお 15:32）もし、復活がなけとピラト、生きている神をたたえます。うち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返に目を留めてくださったからです。ご覧くださ楽しみしみ

をきわめればよいでは言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。いかとピラトいうことピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。ります。

　しかし、事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリスト、十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストで死なれたこと、また、葬られたんだイエスは言った。「私のたましいは主をあがめ、三日目を留めてくださったからです。ご覧くださに目を留めてくださったからです。ご覧くださ復活が歴史の事実であることをはっきりと語っています。イエしまし

た。それは言った。「私のたましいは主をあがめ、ユダヤの総督であり、ヘロデがガリラヤがローマ帝がいました。にもかかわらず、使国のドラマ「冬のソナタ」が日本で流行したとき、の支配下にあり、皇帝ティベリに目を留めてくださったからです。ご覧くださあり、皇帝がいました。にもかかわらず、使ティベリ

ウスがポンティオ・ピラトをユダヤの総督であり、ヘロデがガリラヤの総督とピラトして任命を賭けてまでも信仰を守り通したのでしょう。していた

期間ですから、彼の在任期間はイエスの公の生涯と教会の誕生に目を留めてくださったからです。ご覧くださ起こったことであると言ってこった歴史の上げられまの出来事でした。神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、まさに目を留めてくださったからです。ご覧くださその時を

選んで、歴史の中に、人類を救う御業を成し遂げられたのですんで、歴史のの中にあっても不思議に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、人類を救う御業を成し遂げられたのですを救い主である神をたたえます。う御業を成し遂げられたのですを成し遂げられたのですし遂げられたのですげられたのです。

それで、使徒信条には、イエス・キリストの他にふたりの人物の名前は言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、は言った。「私のたましいは主をあがめ、…ポンテオ・ピラトのもとに苦しみポンテオ・ピラトのも私を幸いな者と呼ぶでしょう。とピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださ苦しみしみ

を受けたけ、十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださつけられ、死なれたこと、また、葬られたに目を留めてくださったからです。ご覧くださて葬られたられ、陰府（コリント第一よみ）もし、復活がなけに目を留めてくださったからです。ご覧くださく

だり、三日目を留めてくださったからです。ご覧くださに目を留めてくださったからです。ご覧くださ死なれたこと、また、葬られた人のうち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返よりよみがえり、天に帰りました。そして、その後さらにに目を留めてくださったからです。ご覧くださ昇り、全能のり、全能のの

父な者と呼ぶでしょう。る神をたたえます。神をたたえます。の右に座したまえり」と、歴史の事実に基づく信仰をに目を留めてくださったからです。ご覧くださ座したまえり」と、歴史の事実に基づく信仰をしたまえり」とピラト、歴史のの事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストに目を留めてくださったからです。ご覧くださ基づいている信仰という意味です。づく信仰の告白の言葉の中にあっても不思議を



言った。「私のたましいは主をあがめ、い表すためでした。聖書が教え、キリストしている神をたたえます。のです。私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返は言った。「私のたましいは主をあがめ、、使徒信条には、イエス・キリストの他にふたりの人物の名前を告白の言葉の中にあっても不思議する神をたたえます。たびに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、

神をたたえます。が歴史のの中にあっても不思議で救い主である神をたたえます。いの御業を成し遂げられたのですを成し遂げられたのですし遂げられたのですげてくださったことピラトを喜びび、

感謝するのです。する神をたたえます。のです。

　二、小さい者の救いさい者の救い者の救いの救い救いい者の救い

　使徒信条には、イエス・キリストの他にふたりの人物の名前は言った。「私のたましいは主をあがめ、、も私を幸いな者と呼ぶでしょう。うひとピラトり「私のたましいは主をあがめ、マリアとピラト」の名を挙げています。マげています。マ

リアとピラトとピラトピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、とピラトても私を幸いな者と呼ぶでしょう。対す照的です。ピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、男性、マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、女

性。ピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、ローマ人、マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、ユダヤの総督であり、ヘロデがガリラヤ人。ピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、権力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名者と呼ぶでしょう。、

マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、ナザレの片田舎に住むごく普通の娘でした。ところがに目を留めてくださったからです。ご覧くださ住む者を何も持たせずに追い返ご覧くださく普通の娘でした。ところがでした。とピラトころが、

神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、マリアとピラトを選んで、歴史の中に、人類を救う御業を成し遂げられたのですんで救い主である神をたたえます。い主をあがめ、を世に目を留めてくださったからです。ご覧くださ生みだす者と呼ぶでしょう。とピラトし、ピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、

救い主である神をたたえます。い主をあがめ、を死なれたこと、また、葬られたな者と呼ぶでしょう。せた者と呼ぶでしょう。とピラトな者と呼ぶでしょう。りました。マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、恵まれた人」まれた人」

（コリント第一ルカ 1:28）もし、復活がなけ「私のたましいは主をあがめ、祝福された者」あるいは「幸いな者」（ルカされた者と呼ぶでしょう。」ある神をたたえます。いは言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、幸いな者と呼ぶでしょう。いな者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。」（コリント第一ルカ

1:42、45、48）もし、復活がなけとピラトな者と呼ぶでしょう。りました。とピラトころが一お宮の像」というのがあります。貫一とお方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名のピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、後に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、

誤って大勢のサマリヤ人を殺害したため、サマリヤの人々からって大きなことをしてくださったからです。その御名勢の人がドラマのロケーション撮影が行われた場所のサマリヤの総督であり、ヘロデがガリラヤ人を殺害していたローマ皇帝がいました。にもかかわらず、使したため、サマリヤの総督であり、ヘロデがガリラヤの人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。から

彼の背後には、当時、キリストの上げられま司であっ、シリアとピラト総督に目を留めてくださったからです。ご覧くださ訴えられました。ピラトは皇帝に釈明えられました。ピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、皇帝がいました。にもかかわらず、使に目を留めてくださったからです。ご覧くださ釈明

する神をたたえます。ためローマに目を留めてくださったからです。ご覧くださ戻りましたが、ティベリウスはすでに亡くりましたが、ティベリウスは言った。「私のたましいは主をあがめ、すでに目を留めてくださったからです。ご覧くださ亡くく

な者と呼ぶでしょう。っていて、新しく起こったしい皇帝がいました。にもかかわらず、使カリグラに目を留めてくださったからです。ご覧くださよって流刑に遭い、流刑地に目を留めてくださったからです。ご覧くださ遭ったという道路をい、流刑に遭い、流刑地地

で自殺したとピラト伝えられています。力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。者と呼ぶでしょう。が滅び、力ない者がび、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名な者と呼ぶでしょう。い者と呼ぶでしょう。が

救い主である神をたたえます。われる神をたたえます。とピラトいう「私のたましいは主をあがめ、どんでん返し」が起こったことであると言ってこったのです。

　この「私のたましいは主をあがめ、どんでん返し」は言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、マリアとピラトの賛歌」に見事に歌われて」に目を留めてくださったからです。ご覧くださ見事に目を留めてくださったからです。ご覧くださ歌」に見事に歌われてわれて

います。マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、エリサベツに目を留めてくださったからです。ご覧くださ仕えるため、その家に行きましえる神をたたえます。ため、その家でしに目を留めてくださったからです。ご覧くださ行い、心の思いの高ぶる者を追い散らきまし

た。年若いマリアから先に年長の叔母に挨拶しました。ところいマリアとピラトから先に年長の叔母に挨拶しました。ところに目を留めてくださったからです。ご覧くださ年長の叔母に挨拶しました。ところの叔母に目を留めてくださったからです。ご覧くださ挨拶しました。ところしました。とピラトころ

が、エリサベツは言った。「私のたましいは主をあがめ、、突然、マリアとピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださこう言った。「私のたましいは主をあがめ、ったのです。「私のたましいは主をあがめ、あな者と呼ぶでしょう。

たは言った。「私のたましいは主をあがめ、女の中にあっても不思議で最も私を幸いな者と呼ぶでしょう。祝福された者」あるいは「幸いな者」（ルカされた方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名。あな者と呼ぶでしょう。たの胎の実も祝福されての実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストも私を幸いな者と呼ぶでしょう。祝福された者」あるいは「幸いな者」（ルカされて

います。私のたましいは主をあがめ、の主をあがめ、の母が私のたましいは主をあがめ、のとピラトころに目を留めてくださったからです。ご覧くださ来られる神をたたえます。とピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、、どうしたこ

とピラトでしょう。」（コリント第一ルカ 1:42-43）もし、復活がなけエリサベツは言った。「私のたましいは主をあがめ、マリアとピラトを「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、の

母」とピラト呼ぶでしょう。び、年若いマリアから先に年長の叔母に挨拶しました。ところい娘でした。ところが、マリアとピラトの下にあり、皇帝ティベリに目を留めてくださったからです。ご覧くださ立ったのです。「私のたましいは主をあがめ、どんで

ん返し」が、も私を幸いな者と呼ぶでしょう。うここに目を留めてくださったからです。ご覧くださ起こったことであると言ってこっている神をたたえます。のです。

　しかし、マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、、エリサベツから「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、の母」とピラト呼ぶでしょう。ばれても私を幸いな者と呼ぶでしょう。、



思いの高ぶる者を追い散らい上げられまがる神をたたえます。ような者と呼ぶでしょう。ことピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、ありませんでした。マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、神をたたえます。の前に目を留めてくださったからです。ご覧くださ

も私を幸いな者と呼ぶでしょう。、エリサベツに目を留めてくださったからです。ご覧くださ対すしても私を幸いな者と呼ぶでしょう。へりくだり、神をたたえます。を讃えて、言いましえて、言った。「私のたましいは主をあがめ、いまし

た。「私のたましいは主をあがめ、私のたましいは主をあがめ、のたましいは言った。「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、をあがめ、私のたましいは主をあがめ、の霊は私の救い主である神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、私のたましいは主をあがめ、の救い主である神をたたえます。い主をあがめ、である神をたたえます。

神をたたえます。をたたえます。この卑しいはしために目を留めてくださったからです。ご覧くださしいは言った。「私のたましいは主をあがめ、しために目を留めてくださったからです。ご覧くださ目を留めてくださったからです。ご覧くださを留めてくださったからです。ご覧くださめてくださった

からです。」（コリント第一46-48 節）もし、復活がなけ「私のたましいは主をあがめ、私のたましいは主をあがめ、のたましいは言った。「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、をあがめ」とピラトい

うとピラトころで使われている神をたたえます。「私のたましいは主をあがめ、あがめる神をたたえます。」とピラトいう言った。「私のたましいは主をあがめ、葉の中にあっても不思議に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、大きなことをしてくださったからです。その御名きく

する神をたたえます。」とピラトいう意味です。があります。拡大きなことをしてくださったからです。その御名鏡を を "magnify glass" magnify glass"magnify glass"  とピラト言った。「私のたましいは主をあがめ、い

ますが、その "magnify glass" magnify"magnify glass"  とピラトいう言った。「私のたましいは主をあがめ、葉の中にあっても不思議が使われています。マリアとピラト

は言った。「私のたましいは主をあがめ、、神をたたえます。とピラトその栄光を限りなく大きなものとしてあがめているのを限りなく大きなものとしてあがめているのりな者と呼ぶでしょう。く大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。のとピラトしてあがめている神をたたえます。の

です。神をたたえます。の栄光を限りなく大きなものとしてあがめているのが小さいので、大きなことをしてくださったからです。その御名きくしたのでは言った。「私のたましいは主をあがめ、ありません。

人間ですから、彼の在任期間はイエスの公の生涯と教会の誕生は言った。「私のたましいは主をあがめ、いつも私を幸いな者と呼ぶでしょう。自分かを大きなことをしてくださったからです。その御名きく見せようとピラトして神をたたえます。の栄光を限りなく大きなものとしてあがめているのを小さくし

てしまうのですが、マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、自分かを「私のたましいは主をあがめ、卑しいはしために目を留めてくださったからです。ご覧くださしいは言った。「私のたましいは主をあがめ、しため」とピラト呼ぶでしょう。ん

で、自分かを小さくし、神をたたえます。の栄光を限りなく大きなものとしてあがめているのを、そのとピラトおりに目を留めてくださったからです。ご覧くださ大きなことをしてくださったからです。その御名きくしたの

です。事実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリストその通りである神をたたえます。ように目を留めてくださったからです。ご覧くださ、神をたたえます。を大きなことをしてくださったからです。その御名きくし、自分かを小さ

くする神をたたえます。。ここに目を留めてくださったからです。ご覧くださ神をたたえます。への本で流行したとき、当の賛美があります。信仰者の本物のがあります。信仰の告白の言葉の中にあっても不思議者と呼ぶでしょう。の本で流行したとき、物の名前の

生き方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名がある神をたたえます。のです。

　しかし、マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、、自分かを小さくする神をたたえます。だけで終わりませんでわりませんで

した。「私のたましいは主をあがめ、ご覧くださ覧くださください。今から後、どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。から後、どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。も私を幸いな者と呼ぶでしょう。私のたましいは主をあがめ、を幸いな者と呼ぶでしょう。い

な者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。とピラト呼ぶでしょう。ぶでしょう」（コリント第一48 節）もし、復活がなけとピラト言った。「私のたましいは主をあがめ、って、神をたたえます。に目を留めてくださったからです。ご覧くださよって与えられえられ

た幸いな者と呼ぶでしょう。い、祝福された者」あるいは「幸いな者」（ルカを素直に目を留めてくださったからです。ご覧くださ喜びんでいます。私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の信仰の告白の言葉の中にあっても不思議に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、、「私のたましいは主をあがめ、罪のために死なれたこと、また、葬られた

人の私のたましいは主をあがめ、をあわれんでください」とピラト祈るへりくだりとともに、る神をたたえます。へりくだりとピラトとピラトも私を幸いな者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、

「私のたましいは主をあがめ、自分かの名が天に帰りました。そして、その後さらにに目を留めてくださったからです。ご覧くださ書が教え、キリストき記されている神をたたえます。ことピラトを喜びび」（コリント第一ルカ

10:20）もし、復活がなけ、御国のドラマ「冬のソナタ」が日本で流行したとき、の世継ぎであることを感謝する（コロサイぎである神をたたえます。ことピラトを感謝するのです。する神をたたえます。（コリント第一コロサイ 1:12）もし、復活がなけ

ことピラトも私を幸いな者と呼ぶでしょう。伴っていなければならないのです。っていな者と呼ぶでしょう。ければな者と呼ぶでしょう。らな者と呼ぶでしょう。いのです。

　マリアとピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、神をたたえます。の救い主である神をたたえます。いをこう描きました。「権力のある者を王位きました。「私のたましいは主をあがめ、権力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名のある神をたたえます。者と呼ぶでしょう。を王位から引き降ろし、低い者を高く引き上げられま

から引き降ろし、低い者を高く引き上げられまき降ろし、低い者を高く引き上げられまろし、低い者を高く引き上げられまい者と呼ぶでしょう。を高ぶる者を追い散らく引き降ろし、低い者を高く引き上げられまき上げられまげられました。飢えた者を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返えた者と呼ぶでしょう。

を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返いも私を幸いな者と呼ぶでしょう。ので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返足らせ、富む者を何も持たせずに追い返らせ、富む者を何も持たせずに追い返む者を何も持たせずに追い返者と呼ぶでしょう。を何も持たせずに追い返も私を幸いな者と呼ぶでしょう。持たせずに追い返たせずに目を留めてくださったからです。ご覧くださ追い散らい返され

ました。」（コリント第一52、53 節）もし、復活がなけ神をたたえます。の救い主である神をたたえます。いに目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、裁きが伴います。苦しめきが伴っていなければならないのです。います。苦しみしめ

られている神をたたえます。者と呼ぶでしょう。が救い主である神をたたえます。われる神をたたえます。ために目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、苦しみしめている神をたたえます。者と呼ぶでしょう。が裁きが伴います。苦しめかれな者と呼ぶでしょう。け



ればな者と呼ぶでしょう。らな者と呼ぶでしょう。いからです。神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、その民を苦しみしめている神をたたえます。権力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名者と呼ぶでしょう。を

その座したまえり」と、歴史の事実に基づく信仰をから引き降ろし、低い者を高く引き上げられまき降ろし、低い者を高く引き上げられまろし、苦しみしめられてきた人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。を引き降ろし、低い者を高く引き上げられまき上げられまげてく

ださいます。神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、富む者を何も持たせずに追い返を独占し、貧しい人々から食べ物さえもし、貧しい人々から食べ物さえもしい人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。から食べたり飲んだりしようではないか。どうせ、明日は死ぬのべイスラエルを助けてください物の名前さえも私を幸いな者と呼ぶでしょう。

奪いとっているような裕福な者たちには何も与えずに追い返しいとピラトっている神をたたえます。ような者と呼ぶでしょう。裕福された者」あるいは「幸いな者」（ルカな者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返に目を留めてくださったからです。ご覧くださは言った。「私のたましいは主をあがめ、何も持たせずに追い返も私を幸いな者と呼ぶでしょう。与えられえずに目を留めてくださったからです。ご覧くださ追い散らい返し、

貧しい人々から食べ物さえもしくて飢えた者を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返えている神をたたえます。人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。をあふれる神をたたえます。ばかりに目を留めてくださったからです。ご覧くださ満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返たしてくださる神をたたえます。。

この「私のたましいは主をあがめ、どんでん返し」、これが救い主である神をたたえます。いな者と呼ぶでしょう。のです。

　マリアとピラトが歌」に見事に歌われてったこの救い主である神をたたえます。いは言った。「私のたましいは主をあがめ、、のち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、イエスに目を留めてくださったからです。ご覧くださよってそのま

ま語られたとおり、アブラハムとその子孫に対すられています。「私のたましいは主をあがめ、心の思いの高ぶる者を追い散らの貧しい人々から食べ物さえもしい者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、幸いな者と呼ぶでしょう。いです。天に帰りました。そして、その後さらにの御国のドラマ「冬のソナタ」が日本で流行したとき、は言った。「私のたましいは主をあがめ、そ

の人たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返のも私を幸いな者と呼ぶでしょう。のだからです。悲しむ者は幸いです。その人たちしむ者を何も持たせずに追い返者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、幸いな者と呼ぶでしょう。いです。その人たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返

は言った。「私のたましいは主をあがめ、慰められるからです。柔和な者は幸いです。その人たちは地められる神をたたえます。からです。柔和な者は幸いです。その人たちは地な者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、幸いな者と呼ぶでしょう。いです。その人たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返は言った。「私のたましいは主をあがめ、地

を受けたけ継ぎであることを感謝する（コロサイぐからです。義に飢え渇く者は幸いです。その人たちに目を留めてくださったからです。ご覧くださ飢えた者を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返え渇く者は幸いです。その人たちく者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、幸いな者と呼ぶでしょう。いです。その人たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返

は言った。「私のたましいは主をあがめ、満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返足らせ、富む者を何も持たせずに追い返りる神をたたえます。からです。」（コリント第一マタイ 5:3-6）もし、復活がなけ永遠の御国は貧しの御国のドラマ「冬のソナタ」が日本で流行したとき、は言った。「私のたましいは主をあがめ、貧しい人々から食べ物さえもし

い者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、変わらわらな者と呼ぶでしょう。い慰められるからです。柔和な者は幸いです。その人たちは地めは言った。「私のたましいは主をあがめ、悲しむ者は幸いです。その人たちしむ者を何も持たせずに追い返者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、この地は言った。「私のたましいは主をあがめ、柔和な者は幸いです。その人たちは地な者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、

神をたたえます。の正義に飢え渇く者は幸いです。その人たちは言った。「私のたましいは主をあがめ、、権利を奪われ、不当な苦しみを受け、神の正しいを奪いとっているような裕福な者たちには何も与えずに追い返しわれ、不当な者と呼ぶでしょう。苦しみしみを受けたけ、神をたたえます。の正しい

裁きが伴います。苦しめきをただひとピラトつの頼りとして求める者に示されるのです。りとピラトして求める者に示されるのです。める神をたたえます。者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ示されるのです。される神をたたえます。のです。

　イエスは言った。「私のたましいは主をあがめ、この「私のたましいは主をあがめ、どんでん返し」を実であることを言い表すためでした。聖書が教え、キリスト現れ、それから十二弟子に現れたこする神をたたえます。ために目を留めてくださったからです。ご覧くださ、みずから

が貧しい人々から食べ物さえもしい者と呼ぶでしょう。、悲しむ者は幸いです。その人たちしむ者を何も持たせずに追い返者と呼ぶでしょう。、柔和な者は幸いです。その人たちは地な者と呼ぶでしょう。者と呼ぶでしょう。、義に飢え渇く者は幸いです。その人たちに目を留めてくださったからです。ご覧くださ飢えた者を良いもので満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返え渇く者は幸いです。その人たちく者と呼ぶでしょう。とピラトな者と呼ぶでしょう。りまし

た。神をたたえます。の子が人とピラトな者と呼ぶでしょう。り、聖なるもの、な者と呼ぶでしょう。る神をたたえます。方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名が罪のために死なれたこと、また、葬られた人とピラトな者と呼ぶでしょう。り、いのち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の主をあがめ、が、

十字架につけた人物の名前ですし、彼の背後には、当時、キリストの上げられまで死なれたこと、また、葬られたな者と呼ぶでしょう。れたのです。私のたましいは主をあがめ、は言った。「私のたましいは主をあがめ、、「私のたましいは主をあがめ、主をあがめ、は言った。「私のたましいは主をあがめ、…ポンテオ・ピラトのもとに苦しみマリヤの総督であり、ヘロデがガリラヤより生ま

れ、ポンテオ・ピラトのも私を幸いな者と呼ぶでしょう。とピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださ苦しみしみを受けたけ…ポンテオ・ピラトのもとに苦しみ」とピラト唱えるたびえる神をたたえます。たび

に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、マリヤの総督であり、ヘロデがガリラヤに目を留めてくださったからです。ご覧くださ代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。表すためでした。聖書が教え、キリストされる神をたたえます。、自分かが小さく弱い者であることを認い者と呼ぶでしょう。である神をたたえます。ことピラトを認

めて神をたたえます。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ寄り頼む人々と、ピラトに代表される、自分の力を頼り頼りとして求める者に示されるのです。む者を何も持たせずに追い返人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。とピラト、ピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださ代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。表すためでした。聖書が教え、キリストされる神をたたえます。、自分かの力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名を頼りとして求める者に示されるのです。

みとピラトし、神をたたえます。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ目を留めてくださったからです。ご覧くださを向けようとしない人々との比較を見ます。そけようとピラトしな者と呼ぶでしょう。い人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。とピラトの比較を見ます。そを見ます。そ

して、今から後、どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、自分かの力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名に目を留めてくださったからです。ご覧くださ頼りとして求める者に示されるのです。んで、思いの高ぶる者を追い散らいのままに目を留めてくださったからです。ご覧くださ生きている神をたたえます。人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。

が栄えている神をたたえます。ように目を留めてくださったからです。ご覧くださ見えても私を幸いな者と呼ぶでしょう。、や伝説、あるいは哲学の理論などでがて、神をたたえます。を恐れる者に及びます。れ尊ぶ人々が神ぶ人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。が神をたたえます。

の栄光を限りなく大きなものとしてあがめているのを見る神をたたえます。時が来る神をたたえます。ことピラトを信じて、感謝するのです。な者と呼ぶでしょう。思いの高ぶる者を追い散らいへ導かれます。

　真の信仰者はこの感謝を持っています。神にすがる者は、自の信仰の告白の言葉の中にあっても不思議者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、この感謝するのです。を持たせずに追い返っています。神をたたえます。に目を留めてくださったからです。ご覧くださすがる神をたたえます。者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、自

分かの力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名では言った。「私のたましいは主をあがめ、どうする神をたたえます。ことピラトも私を幸いな者と呼ぶでしょう。できな者と呼ぶでしょう。かった問題を神によって解決を神をたたえます。に目を留めてくださったからです。ご覧くださよって解決

していただいた体験を持っています。多くの問題は、自分からを持たせずに追い返っています。多くの問題は、自分からくの問題を神によって解決は言った。「私のたましいは主をあがめ、、自分かから



出ている神をたたえます。ことピラトな者と呼ぶでしょう。のですが、その自分かを変わらえる神をたたえます。ことピラトができな者と呼ぶでしょう。かっ

た者と呼ぶでしょう。が、神をたたえます。の力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名に目を留めてくださったからです。ご覧くださよって変わらえていただいたとピラトいう体験を持っています。多くの問題は、自分からを与えられえら

れています。「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名が、私のたましいは主をあがめ、に目を留めてくださったからです。ご覧くださ大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。ことピラトをしてくださった

からです」（コリント第一49 節）もし、復活がなけとピラト言った。「私のたましいは主をあがめ、うことピラトができる神をたたえます。「私のたましいは主をあがめ、証し」を持っていまし」を持たせずに追い返っていま

す。神をたたえます。は言った。「私のたましいは主をあがめ、「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名」です。このお方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名の前に目を留めてくださったからです。ご覧くださ、自分かの力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名を誇っっ

ても私を幸いな者と呼ぶでしょう。空しく、あなたがたの信仰も空しいもしいだけです。神をたたえます。の前に目を留めてくださったからです。ご覧くださ驕り高ぶる人は神の大きな力にり高ぶる者を追い散らぶる神をたたえます。人は言った。「私のたましいは主をあがめ、神をたたえます。の大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名に目を留めてくださったからです。ご覧くださ

よって低い者を高く引き上げられまめられ、神をたたえます。が「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名」である神をたたえます。ことピラトを身にしみて知に目を留めてくださったからです。ご覧くださしみて知

る神をたたえます。ように目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。る神をたたえます。でしょう。しかし、自分かの弱い者であることを認さを認め、神をたたえます。の前に目を留めてくださったからです。ご覧くださ

へりくだる神をたたえます。者と呼ぶでしょう。は言った。「私のたましいは主をあがめ、、神をたたえます。が、自分かを救い主である神をたたえます。い、高ぶる者を追い散らめ、満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返たす「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。

方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名」である神をたたえます。ことピラトを知り、神をたたえます。をあがめる神をたたえます。ように目を留めてくださったからです。ご覧くださな者と呼ぶでしょう。ります。

　あな者と呼ぶでしょう。たが、今から後、どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。、抱えている問題は何でしょうか。自分のどんえている神をたたえます。問題を神によって解決は言った。「私のたましいは主をあがめ、何も持たせずに追い返でしょうか。自分かのどん

な者と呼ぶでしょう。とピラトころを変わらえようとピラトして苦しみしんでいますか。問題を神によって解決が解決せず、

自分かを変わらえる神をたたえます。ことピラトができずに目を留めてくださったからです。ご覧くださ、焦るようなことはありませんかる神をたたえます。ような者と呼ぶでしょう。ことピラトは言った。「私のたましいは主をあがめ、ありませんか。

あきらめてしまって、自分かの小ささ、弱い者であることを認さに目を留めてくださったからです。ご覧くださ閉じこもっていまじこも私を幸いな者と呼ぶでしょう。っていま

せんか。神をたたえます。がピラトでは言った。「私のたましいは主をあがめ、な者と呼ぶでしょう。くマリアとピラトに目を留めてくださったからです。ご覧くださ目を留めてくださったからです。ご覧くださをかけてくださった

「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名」である神をたたえます。ことピラトを覚えましょう。力とあわれみに満ちえましょう。力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名とピラトあわれみに目を留めてくださったからです。ご覧くださ満ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返ち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返

ている神をたたえます。神をたたえます。が、私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の小ささに目を留めてくださったからです。ご覧くださも私を幸いな者と呼ぶでしょう。かかわらず大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。御業を成し遂げられたのですを、私のたましいは主をあがめ、

たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の弱い者であることを認さに目を留めてくださったからです。ご覧くださかかわらず力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。御業を成し遂げられたのですをな者と呼ぶでしょう。してくださる神をたたえます。とピラト信じて、

神をたたえます。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ拠って立り頼りとして求める者に示されるのです。みましょう。

　（祈り）り）

　全能のの父な者と呼ぶでしょう。る神をたたえます。神をたたえます。さま。あな者と呼ぶでしょう。たは言った。「私のたましいは主をあがめ、、私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返の弱い者であることを認さ、小ささに目を留めてくださったからです。ご覧くださか

かわらず、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名強いわざを行い、心の思いの高ぶる者を追い散らく大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。御業を成し遂げられたのですをしてくださいました。「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。

方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名が、私のたましいは主をあがめ、に目を留めてくださったからです。ご覧くださ大きなことをしてくださったからです。その御名きな者と呼ぶでしょう。ことピラトをしてくださったからです」とピラト、自分かの

幸いな者と呼ぶでしょう。いを喜びび、あな者と呼ぶでしょう。たをあがめます。な者と呼ぶでしょう。おも私を幸いな者と呼ぶでしょう。、私のたましいは主をあがめ、たち足らせ、富む者を何も持たせずに追い返に目を留めてくださったからです。ご覧くださ力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名ある神をたたえます。御

業を成し遂げられたのですをあらわしてください。それに目を留めてくださったからです。ご覧くださよってあな者と呼ぶでしょう。たがどんな者と呼ぶでしょう。に目を留めてくださったからです。ご覧くださ「私のたましいは主をあがめ、力ある方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名

ある神をたたえます。」お方が、私に大きなことをしてくださったからです。その御名である神をたたえます。かを証し」を持っていましできる神をたたえます。よう導いてください。主をあがめ、イエ

ス・キリストのお名前で祈るへりくだりとともに、ります。


